
1918

第三者意見
　評価できる点としては、藤原社長自らがサステナビリティを経営

判断の重要な指標と位置付け、トップメッセージの中で宣言してい

ること、そして、こうしたトップの姿勢により、事業活動とCSR活

動が有機的に繋がっていると感じられることが挙げられます。

　地域コミュニティとの共生の観点では、地域共生型ガーデン

「エンジ村」など、NPOと地元企業と社員が協働して、地域住民参

加型の活動に継続して取り組んでいる点を評価します。また、環

境モデル都市である北九州市と戦略提携を結び、完全循環型シス

テムの提案を行う試みは、協働により大きな社会的な波及効果を

生み出しうるという点で、まさに現代社会において企業に期待され

ている大きな役割の一つです。

　人材育成の観点では、中高生を対象とした科学教育「情熱・先端

Mission-E」に注目しました。単発的な出張授業とは違い、社員

が学生にエンジニアリングの知識や手法を教えながら、半年間を

かけて課題を解決していくプログラムです。貴社独自のリソースを

上手く活かした、社員と学生の双方にとって人材育成面の効果も大

きい取り組みだと思います。事業と地域コミュニティと社員を繋げ

るこれらの活動を今後も継続し、定着させていくことを期待します。

　グローバルに事業を展開していく上においては、以下の2点がス

テークホルダーから、これまで以上に強く求められてきています。

1.  「ビジネスと人権に関する指導原則（UNGP）」に沿って、人権

課題の解決に向けた人権デューディリジェンス等の取り組みを行っ

ているか。

2.  「持続可能な開発目標（SDGs）」のゴールに向けて、事業を通じ

た形で社会的課題の解決に貢献するCSR活動を実践しているか。

　近年、UNGPの主旨に沿って、国際ビジネスに関係する国際基

準や法制度の新設・改訂が積極的に進められており、グローバル

に活動する企業には、“国際ビジネスのルールが大きく変わった”

というマインドチェンジが必要です。日本企業は欧米に比べ人権

への対応が遅れがちですが、グローバル企業と同じ土俵で戦う以

上、「ビジネスと人権」を巡る動向への注視や、サプライチェーン管

理や情報開示の拡充などは欠かせません。それらリスク低減の取

り組みを積極的に進めることを期待します。

　一方、SDGsの17の目標には、貴社グループの貢献が期待できる

分野が多くあります。自社が持つ技術やリソースを活用し、地域

コミュニティ、NGO・NPO、他企業・業界などとの協働を通じて、

社会的課題の解決に向けたより大きなレバレッジ効果を生み出す

先進的な挑戦を期待します。

　10周年を迎えた貴社グループが、10年先20年先にさらなる健

全な発展を遂げるためには、グローバルな動向にアンテナを張り、

常に新しい視点を経営に取り入れていくことが重要だと考えます。

グローバル企業に相応しい、ステークホルダーに開かれたサステナ

ビリティ経営の実現に期待しています。
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新日鉄住金エンジニアリング株式会社

〒141-8604　東京都品川区大崎１丁目５番１号　大崎センタービル

製鉄プラント、環境ソリューション、エネルギーソリューション、海洋、建築・鋼構造、
パイプライン（日鉄住金パイプライン＆エンジニアリング）、事業創出

2006年7月1日（新日本製鐵㈱［現：新日鐵住金㈱］のエンジニアリング部門が分社独立）

単独：1,235名／連結：4,954名（2016年３月31日現在）

150億円

● 財務関係（2015年度  連結） 受注高／3,145億円（国内82％・海外18％）　売上高／3,157億円（国内78％・海外22％）　
経常利益／121億円　総資産／2,542億円
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❶【次世代育成】 次世代を担う青少年たちに、エンジニアリングの醍醐味・面白さを伝える活動を推進します。
❷【コミュニティー発展】 国内外の事業所およびプロジェクト実行現場において、それぞれのコミュニティーが抱える社会課題を認識し、コミュ
　ニティーの発展につながる活動を推進します。
❸【地球環境保全】 産業・社会インフラを建設する会社として、地球環境保全は社員が意識すべき重要な課題と位置付け、環境問題の解決に
　つながる活動を推進します。
❹【災害復興支援】 国内外で発生する大規模災害に際して、保有する経営資源を活用して、被災地のニーズに合った社会貢献活動を推進します。
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●寄付・寄贈による社会貢献

保有する経営資源を有効に活用し、以下の４つの重点分野で社外団体とも連携し、
事業活動にとどまらない社会貢献活動を推進します。また、社員の自発的な社会貢献活動は、
世の中の多様な方 と々の交流を通した社員の成長する機会と捉え、それを積極的に支援・促進します。

●次世代育成

●地域共生

●社員へのボランティア
　参加機会の提供

社会貢献

中高生の科学教育：学校で学んだ知識を活用し、実社会に役立てるエンジニアリングプログラム
「情熱・先端Mission-E」を2015年度より開催中。
中高生の職場訪問受け入れ：青少年のキャリア教育の一環として企業訪問を希望する中学・高校を受
け入れ、「働くとはどういうことか」、「エンジニアリングとは何か」について話をしています。
小学校への出張授業：当社社員が小学校に出張し、「ごみをしげんにかえるしくみ」や「レゴブロック
を使った設計体験」などをわかりやすく伝える授業を行っています。

エンジ村：当社北九州寮敷地内にある地域共生型ガーデン「エンジ村」では、北九州市立山王児童
館や特定非営利活動人「里山を考える会」、地元ガーデニング業者「㈱ネーブルグリーン」と協働で
地域住民参加型のさまざまなプログラムを実施しています。
リユースパソコンの寄贈：㈱オージス総研が行っている「はじまるくん※」という社会貢献活動の
プログラムを利用して、北九州市の協力の下、市内の市民活動団体・福祉団体へリユースパソコン
を寄贈しています。（2014年度：50台、2015年度：80台）
※「はじまるくん」＝支援企業より利用終了パソコンや寄付金（再生作業費などの実費）の提供を受け、パソコンの再生作業
（クリーニングやＯＳ導入など）を障がいをお持ちの方が働く福祉作業所に委託。その再生されたパソコンを福祉施設などへ
寄贈するプログラムです。環境に貢献できるパソコン・リユースをベースとして、障がい者就労支援とIT支援をめざしています。

社会貢献基本方針に合致する活動を行うNPO団体等を、寄付・寄贈により支援しています。

Social Contributions

平日就業後のボランティア活動／公益社団法人「日本フィランソロピー協会」等の団体の協力を得て、
平日の就業後を利用し、短時間で行えるボランティア活動の参加機会の場を設けています。その
活動で制作した木のおもちゃ（間伐材を使用した積木）は保育園等へ、また現地語の教科書や
絵本は発展途上国の子ども達へ寄贈しました。
チャリティマラソン等、社員にボランティア参加の機会を提供しています。
北九州市の環境活動「エコマンス活動」の一環として事業所周辺の「まち美化活動」に取り組んでいます。
品川区主催の「お花いっぱい大崎」に参加し、年間を通じて花壇の手入れや水やりを行っています。

会社概要 Company Profile

エネルギーアイランドプロジェクト
～未来の浮体式洋上風力発電所を設計せよ～

　インターネットを通じて簡単に情報が手に
入る時代。与えられた情報を覚えることで
はなく、自ら課題を発見し、解決方法を考え
る力が求められています。当社のエンジニ
アから必要な知識や考え方を学びながら、
「エンジニアリング」手法で課題解決する試み
を未来を担う次世代に経験していただくこと
が、「情熱・先端 Mission-E」の目的です。
　今回は、風や波などが起こる過酷な環境
に耐えうる洋上風力発電所をいかに実現
するか―というミッションに、首都圏の
高校生が挑戦。1/250スケールの模型の設
計・試作に半年間かけて取り組んだ成果を、
2016年３月に東京海洋大学で開催された
最終コンテストで発表しました。
　その前半では、浮体の設計コンセプトや、

環境との共生アイデアなどをプレゼンテー
ションし、後半では造波装置付き水路での
発電テストを実施。審査の結果、神奈川県立
光陵高校が、プレゼンテーション賞・技術賞
に加えて総合優勝を勝ち取り、スカイツリー
や五重塔をヒントにして浮体に制震構造を
取り入れた東京成徳大学中学・高等学校が
特別賞を受賞しました。

半年間の企画を通して、高校生たちが疑問点を理解し
ようとする真剣な姿勢や、学校の枠を超えて情報交換
を行う姿、そしてイベント終了後の爽やかな笑顔が印
象的でした。／藤原社長談（写真前列左から4人目）

情熱・先端 Mission-E


